
平成１９年度 年間授業計画（シラバス） 第1学年・国語
《到達目標》

（１）相手に応じ、経験したことなどについて、事柄の順序を考えながら話すことや大事なことを落とさないよう

に聞くことができるようにするとともに、話し合おうとする態度を育てる。

（２）経験したことや想像したことなどについて、順序がわかるように、語や文の続き方に注意して文や文章が書 
けるようにするとともに、楽しんで表現しようとする態度を育てる。

（３）書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きながら読むことができるようにするとともに、楽しんで

読書しようとする態度を育てる。

学習計画（総授業時間数 242時間）
学期 単 元 学 習 内 容

うれしいひ ・絵から見つけたことや想像したことを話そう

はきはきあいさつ ・あいさつの言葉を考えてはっきりはなそう

おはなしききたいな ・お話の楽しさを味わおう

あいうえおのうた ・あいうえお

・じをかこう

あめですよ ・お話の楽しさを味わおう

・ふたとぶた

わにがわになる ・ことばあそび

はなしたいな ききたい

な

・自分のことを話そう

・ねっことねっこ

あひるのあくび ・みんなで あいうえお

てがみ ・気持ちをかんがえよう

てがみをかこう ・楽しく手紙をかこう

・おばさんと おばあさん

どうぶつの はな ・書いてあることはなんだろう

・いしやと いしゃ

きいて きいて/よんで
よんで

・家族の人や友だちに話したり書いたりして知らせ

よう

・は を へ

おおきなかぶ ・楽しんで読もう

・ほんがよみたいな

・みんなにしらせよう

かんじの はなし

かぞえうた

・漢字を正しく書こう

・かずをあらわすかんじ

前

期

おはなしだいすき ・サラダでげんき

・ことばあそびうたをつくろう

のりもののことをしらべ

よう

・いろいろなふね

ようすをおもいうかべな

がら

・おとうとねずみちろ

・かたかなをかきましょう・ことばのひろば

よく見てかこう ・わたしのはっけん・ことばのひろば

・よう日のかん字をおぼえましょう

いろいろなじゃんけんに

ついてはなしあおう

・じゃんけん

・なんのなかまでしょう・ことばのひろば

おはなしをたのしもう ・はるのゆきだるま・ことばのひろば

・かたちに気をつけてかきましょう

後

期

すきなほんのことをかこ

う

・ほんとともだち

《評価の観点》

《国語への関心・意欲・態度》

国語に対する関心をもち、話し合ったり、

楽しく書いたり、楽しんで読書しようとす

る。 
《話す・聞く》 
相手に応じ、経験したことなどについて、

事柄の順序を考えながら話したり、大事な

ことを落とさないできいたりする。

《書く》 
経験した事や想像した事などについて、順

序が分かるように、語や文の続き方に注意

して文や文章を書く。 
《読む》 
書かれている事柄の順序や場面の様子など

に気付きながら読む。 
《言語についての知識・理解･技能》

音声、文字、語句、文や文章、言葉遣いな

どの国語についての基礎な事項について理

解している。

《評価の方法》

・活動の様子の観察、発表、ノート、

プリント、テストなど。

・自己評価、相互評価など。

学習方法（授業の工夫・家庭学習）

○学習プリントやかん字ドリルを

使って、内容の定着を図ります。

○朝学習で、スピーチをしたり、音

読をしたりします。

○読書タイムでは、ブックトークを

行います。

○書くことや話すことについて段

階をおって継続的に指導します。

○家庭学習では、音読カードに取り

組みます。



平成１９年度 年間授業計画（シラバス） 第２学年・国語

《到達目標》

(1) 相手に応じ、経験した事などについて、事柄の順序を考えながら話すことや大事な事を落とさないように聞く 
ことができるようになるとともに、話し合おうとする態度を育てる。

(2) 経験した事や想像した事などについて、順序が分かるように、語や文の続き方に注意して文や文章を書くこと
ができるようにするとともに、楽しんで表現しようとする態度を育てる。

(3) 書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きながら読むことができるようにするとともに、楽しんで読
書しようとする態度を育てる。

学習計画（総授業時間数 ２５０時間）

学期 単 元 学 習 内 容

たのしく声に出して読

もう

・のはらのシーソー・おがわのはる・たけのこぐん

丸、点、かぎをつかおう ・句読点やかぎを正しく使って文章を書く。 
みんなのまえで話そう ・教えてあげる、たからもの

手紙で知らせよう ・知らせたい相手のことを考え、簡単な取り立てを考えて手

紙に書く。 
かたかなで書こう ・片仮名を正しく使う。 
じゅんじょに気をつけ

て読もう
・たんぽぽ

まよい犬をさがせ ・わかりやすく話すとともに、大事なことを聞き取る。 
ようすや気もちをそう

ぞうしながら

・雨の日のおさんぽ

かん字の書き方に気を

つけよう

・筆順や画数を理解し、漢字を文や文章の中で書く。 

お話のじゅんばんを考

えよう

・ニヤーゴ

じゅんじょを考えて ・事柄の順序に注意しながら、したことについて書く。 

前

期

じゅんじょよくせつめ

いしよう

・おもちゃまつりへようこそ

たのしいお話をたくさ

ん読もう

・名前を見てちょうだい

かんじたことを ・身の回りのものの特徴や様子などについて思ったことや感

じたことを、分かるように書く。 
どうぶつのひみつをみ

んなでさぐろう

・ビーバーの大工事

組み合わせたことばを

つかおう

・複合動詞の構成や意味・使い方を理解し、言葉に関心を持

つ。 
見学したことを文しょ

うに書こう

・わたしの見学ノート

組になることばをあつ

めよう

・組になることばについて理解し、言葉を集めたり、分類し

たりする。

いろいろなあそびにつ

いて話し合おう
・せかいのかくれんぼ

主語とじゅつ語に気を

つけよう
・主語と述語がきちんと照応する文を書く。 

むかし話のおもしろさ

をあじわおう
・かさこじぞう

おくりがなに気をつけ

よう
・送りがなを意識しながら、正しく漢字の読み書きをする。

書き方をくふうして ・きせつの思い出ブックを作ろう

後

期

《評価の観点》

《国語への関心・意欲・態度》

国語に対する関心を持ち、話し合ったり、楽

しく書いたり、楽しんで読書したりしようと

する。

《話す・聞く能力》

相手に応じ、経験した事などについて、事柄

の順序を考えながら話したり、大事な事を落

とさないで聞いたりする。

《書く能力》

経験したことや想像した事などについて、順

序が分かるように、語や文の続き方に注意し

て文や文章を書く。 
《読む能力》

書かれている事柄の順序や場面の様子など

に気付きながら読む。 
《言語についての知識・理解・技能》

音声、文字、語句、文や文章、言葉遣いなど

の国語についての基礎的な事柄について理

解している。書写では、文字の形、筆順、点

画の接し方、交わり方などを理解して文字を

正しく書く。

《評価の方法》

・活動の様子の観察，発表，ノート，プリン

ト，テストなど

・自己評価，相互評価など。

学習方法（授業の工夫・家庭学習）

○ 学習プリントや漢字ドリルを使って、内

容の定着を図ります。

○ 朝読書で、読書に親しめるように、本の

読み聞かせや本の紹介をします。

○ ステップアップタイムで、繰り返し漢字

のドリル学習を行います。

○ 見やすい、分かりやすいノートづくりに

ついても適宜指導していきます。

○ 家庭では、教科書の音読練習や漢字ドリ

ルを使っての反復練習をするようにお

願いします。



平成１９年度 年間授業計画（シラバス） 第３学年・国語

《到達目標》

(1) 相手や目的に応じ，調べた事などについて，筋道を立てて話すことや話の中心に気を付けて聞くことがで
きるようにするとともに，進んで話し合おうとする態度を育てる。

(2) 相手や目的に応じ，調べた事などが伝わるように，段落相互の関係などを工夫して文章を書くことができ
るようにするとともに，適切に表現しようとする態度を育てる。

(3) 目的に応じ，内容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにすると
ともに，幅広く読書しようとする態度を育てる。

学習計画（総授業時間数 ２０５時間）

学期 単 元 学 習 内 容

場面の様子を思い

浮かべながら声に

出して読もう

・場面の様子や人物の気持ちを想像し，読み方を

工夫して音読する。

・国語辞典の仕組みや使い方を理解する。

自分を紹介するス

ピーチをしよう

・自分について知らせたいことを選び，声の大き

さや話す速さを考えて話したり，話し手の話の

内容を考えながら聞いたりする。

・相手や目的に合った文章を書く。 
・言葉の類別について知り，動詞や形容詞などの

活用について理解する。

段落ごとに内容を

とらえながら読も

う

・段落ごとのまとまりに注意して，書かれている

内容を正しく読み取る。 
・大事なことが正しく伝わるように，書かれてい

る内容を正しく読み取る。 
・共通する部分を持つ漢字があり，それらが意味

の上でも共通性を持つことを理解する。

物語のあらすじを

考えながら読もう

・場面の展開を読み取って，物語のあらすじをま

とめる。

・出来事を伝えるための必要な要素を落とさずに，

文章を書く。 
中心をはっきりさ

せて説明しよう

・中心となることを考えて，話の内容を正しく聞

き取る。 

前

期

世界の民話を読も

う

・民話の面白さを読み味わうとともに，いろいろ

な民話を紹介する。

・絵を見て想像した事柄を関連づけて，お話を作

る。 
いろいろなお祭り

について調べよう

・何が，どのように書かれているかに気をつけて

文章を読み，地域の行事を調べて紹介する。

・漢字が複数の意味を表すことを理解し，漢字の

表す意味の違いについて理解する。

伝えたいことをは

っきりさせて書こ

う

・身近な暮らしの中から，自分が興味を持ったこ

とについて調べ，記録文を書く。 
・修飾語を含む文の特徴を知り，様子を詳しく書

き表す工夫をする。

よりよい暮らしに

ついて話し合おう

・書かれていることを段落ごとに読み取り，盲導

犬について調べてわかったことを話し合う。 
・言葉に代わる伝達機能を理解し，身の回りにあ

る伝える働きをするものについて考える。

中心となる人物の

気持ちを考えよう

・物語の中心となる人物の気持ちを考えながら読

み，一番強く心に残った場面を発表する。

・指示語の働きについて理解する。

後

期

想像したことを書

こう

・テーマに沿って，想像したことを工夫して文章

に書き表す。 

《評価の観点》

《国語への関心・意欲・態度》

国語に対する関心をもち，進んで話し合っ

たり，適切に書いたり，読書の範囲を広げ

たりしようとする。

《話す・聞く能力》

相手や目的に応じ，調べた事などについ

て，筋道を立てて話したり，話の中心に気

をつけて聞いたりする。

《書く能力》

相手や目的に応じ，調べた事などが伝わる

ように，段落相互の関係を工夫して文章を

書く。

《読む能力》

目的に応じ，内容の中心をとらえたり段落

相互の関係を考えたりしながら読む。 
《言語についての知識・理解・技能》

音声，文字，語句，文や文章，言葉遣いな

どの国語についての基礎的な事項につい

て理解している。

《評価の方法》

・活動の様子の観察，発表，ノート，プリ

ント，テストなど

・自己評価，相互評価など。

学習方法（授業の工夫・家庭学習）

○学習プリントや漢字ドリルを使って，

内容の定着を図ります。

○ステップアップタイムなどで，繰り返

しドリル学習を行います。

○ペアやグループでの学習で，話し合い

活動をしたり，よいところを取り入れ

たりすることができるようにします。

○見やすい，分かりやすいノートづくり

についても適宜指導をしていきます。

○家庭では，分からなかった漢字などは

調べて復習するくようお願いします。



平成１９年度 年間授業計画（シラバス） 第５学年・国語科

《到達目標》

(1) 目的や意図に応じ，考えた事や伝えたい事などを的確に話すことや相手の意図をつかみながら聞くことができる
ようにするとともに，計画的に話し合おうとする態度を育てる。

(2) 目的や意図に応じ，考えた事などを筋道を立てて文章に書くことができるようにするとともに，効果的に表現し
ようとする態度を育てる。

(3) 目的に応じ，内容や要旨を把握しながら読むことができるようにするとともに，読書を通して考えを広げたり深
めたりしようとする態度を育てる。

学習計画（総授業時間数 １５０時間）

期 単 元 学 習 内 容

一 表現の工夫考えな

がら声に出して読も

う

○言葉の種類に気をつ

けよう

・心情や情景の読みとり。朗読の工夫。

・朗読発表会。

・名詞，動詞，形容詞，形容動詞の違い。 

二 自分の考えを伝え

るスピーチをしよう

○質問の手紙を書こう

○国語辞典を活用しよ

う

・スピーチをするための工夫。メモを作り話す練習。

・スピーチ発表会。

・礼状や依頼状の手紙を書く。 
・国語辞典の仕組みと使い方。 

三 文章の仕組みを考

えながら読もう

○会話をはずませよう

○漢字の由来に関心を

持とう

・書かれている内容を読みとる。

・関連読書をする。

・会話を深める練習。

・四種類の漢字の成り立ち。 
四 強く心に残ったこ

とを考えながら読も

う

○相手や目的を考えて

・時，場所，人物，出来事などの観点から読みとる。

・心に残ったことを感想に書く。 
・関連読書。

・必要な事柄を整理して書く。 

前

期

五 話の組み立てをく

ふうして

○方言と共通語に関心

を持とう

・構成や話し方の工夫調べ。 
・話題を決めて取材。

・原稿を書き，ニュース発表会。

・方言と共通語の特徴。

一 人間の生き方をえ

がいた作品を読もう

○一枚の地図から

・生き方について考える。

・伝記を選び，考えなどをメモする。

・紹介する本のカバー作り。 
・想像して物語を書く。 

二 いろいろな環境問

題について調べよう。

○敬語を適切に使おう

・森林の働きについて考える。

・内容や筆者の考えを読みとる。

・資料を集めてブックガイドを作る。 
・敬語の種類や使い方。 

三 さまざまな角度か

ら考えて書こう

○動詞にそえて使う言

葉

・自分の考えをメモにまとめる。

・工夫して意見文を書く。 
・補助動詞の働きと使い方。 

四 身近な生活につい

て討論しよう

○短歌と俳句を味わお

う

・内容や筆者の考えを読みとる。

・ディベートを行う。 
・短歌と俳句を味わい，朗読する。

五 表現のおもしろさ

を考えよう

○熟語の意味を考えよ

う

・人物の心情の変化を読みとる。

・本のカバー作りか解説ノート作り。 
・朗読発表会と関連読書。

・二字熟語の六つの型。 

後

期

六 題材や表現に注意

して
・昔話を調べる。

・研究ノート作りや語りの台本作り。 
・発表会

《評価の観点》

《国語への関心・意欲・態度》

国語に対する関心を持ち，計画的に話し合

ったり，適切に書いたり，幅広く読書したり

しようとする。

《話す・聞く能力》

目的や意図に応じ，考えた事や伝えたいこ

となどを的確に話したり，相手の意図を考え

ながら聞いたりする。

《書く能力》

目的や意図に応じ，考えた事などを筋道を

立てて文章を書く。 
《読む能力》

目的に応じ，内容や要旨を把握しながら読

む。 
《言語についての知識・理解・技能》

音声，文字，語句，文や文章，言葉遣いな

どの国語についての基礎的な事項について

正確に理解している。

《評価の方法》

・授業中の様子，発表，国語ノート，漢字

ノート，国語プリント，テストなど

・発表メモ，作文など。

学習方法（授業の工夫・家庭学習）

○学習プリントや漢字ドリルを使って，内

容の定着を図ります。また，漢字ミニテ

ストとまちがい漢字練習をします。

○ステップアップタイムで，繰り返しドリ

ル学習を行います。

○見やすい，分かりやすいノートづくりに

ついても適宜指導をしていきます。

○家庭では，本読みをきいてやって印をお

願いします。チェックを受けた漢字を直

しているか見てください。



平成１９年度 年間授業計画（シラバス） 第５学年・国語科

《到達目標》

(1) 目的や意図に応じ，考えた事や伝えたい事などを的確に話すことや相手の意図をつかみながら聞くことができる
ようにするとともに，計画的に話し合おうとする態度を育てる。

(2) 目的や意図に応じ，考えた事などを筋道を立てて文章に書くことができるようにするとともに，効果的に表現し
ようとする態度を育てる。

(3) 目的に応じ，ないような要旨を把握しながら読むことができるようにするとともに，読書を通して考えを広げた
り深めたりしようとする態度を育てる。

学習計画（総授業時間数 １５０時間）

期 単 元 学 習 内 容

一 表現の工夫考えな

がら声に出して読も

う

○言葉の種類に気をつ

けよう

・心情や情景の読みとり。朗読の工夫。

・朗読発表会。

・名詞，動詞，形容詞，形容動詞の違い。 

二 自分の考えを伝え

るスピーチをしよう

○質問の手紙を書こう

○国語辞典を活用しよ

う

・スピーチをするための工夫。メモを作り話す練習。

・スピーチ発表会。

・礼状や依頼状の手紙を書く。 
・国語辞典の仕組みと使い方。 

三 文章の仕組みを考

えながら読もう

○会話をはずませよう

○漢字の由来に関心を

持とう

・書かれている内容を読みとる。

・関連読書をする。

・会話を深める練習。

・四種類の漢字の成り立ち。 
四 強く心に残ったこ

とを考えながら読も

う

○相手や目的を考えて

・時，場所，人物，出来事などの観点から読みとる。

・心に残ったことを感想に書く。 
・関連読書。

・必要な事柄を整理して書く。 

前

期

五 話の組み立てをく

ふうして

○方言と共通語に関心

を持とう

・構成や話し方の工夫調べ。 
・話題を決めて取材。

・原稿を書き，ニュース発表会。

・方言と共通語の特徴。

一 人間の生き方をえ

がいた作品を読もう

○一枚の地図から

・生き方について考える。

・伝記を選び，考えなどをメモする。

・紹介する本のカバー作り。 
・想像して物語を書く。 

二 いろいろな環境問

題について調べよう。

○敬語を適切に使おう

・森林の働きについて考える。

・内容や筆者の考えを読みとる。

・資料を集めてブックガイドを作る。 
・敬語の種類や使い方。 

三 さまざまな角度か

ら考えて書こう

○動詞にそえて使う言

葉

・自分の考えをメモにまとめる。

・工夫して意見文を書く。 
・補助動詞の働きと使い方。 

四 身近な生活につい

て討論しよう

○短歌と俳句を味わお

う

・内容や筆者の考えを読みとる。

・ディベートを行う。 
・短歌と俳句を味わい，朗読する。

五 表現のおもしろさ

を考えよう

○熟語の意味を考えよ

う

・人物の心情の変化を読みとる。

・本のカバー作りか解説ノート作り。 
・朗読発表会と関連読書。

・二字熟語の六つの型。 

後

期

六 題材や表現に注意

して
・昔話を調べる。

・研究ノート作りや語りの台本作り。 
・発表会

《評価の観点》

《国語への関心・意欲・態度》

国語に対する関心を持ち，計画的に話し合

ったり，適切に書いたり，幅広く読書したり

しようとする。

《話す・聞く能力》

目的や意図に応じ，考えた事や伝えたいこ

となどを的確に話したり，相手の意図を考え

ながら聞いたりする。

《書く能力》

目的や意図に応じ，考えた事などを筋道を

立てて文章を書く。 
《読む能力》

目的に応じ，内容や要旨を把握しながら読

む。 
《言語についての知識・理解・技能》

音声，文字，語句，文や文章，言葉遣いな

どの国語についての基礎的な事項について

正確に理解している。

《評価の方法》

・授業中の様子，発表，国語ノート，漢字

ノート，国語プリント，テストなど

・発表メモ，作文など。

学習方法（授業の工夫・家庭学習）

○学習プリントや漢字ドリルを使って，内

容の定着を図ります。また，漢字ミニテ

ストとまちがい漢字練習をします。

○ステップアップタイムで，繰り返しドリ

ル学習を行います。

○見やすい，分かりやすいノートづくりに

ついても適宜指導をしていきます。

○家庭では，本読みをきいてやって印をお

願いします。チェックを受けた漢字を直

しているか見てください。
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《到達目標》

（１） 国語に対する関心をもち，計画的に話し合ったり，適切に書いたり，幅広く読書したりしようとする態度を育てる。

（２） 目的や意図に応じ，考えた事や伝えたい事などを的確に話したり，相手の意図を考えながら聞いたりすることができ

るようにする。

（３） 目的や意図に応じ，考えた事などを筋道を立てて文章に書くことができるようにする。

（４） 目的に応じ，内容や要旨を把握しながら読むことができるようにする。

（５） 音声，文字，語句，文や文章，言葉遣いなどの事項について理解し，文字を正しく書くことができるようにする。

学習計画（総授業時間数 １７５時間）

学期 単 元 学 習 内 容

表現を味わいながら声

に出して読もう

・心情や情景を想像し、表現を味わいながら、朗読の工夫を

する。

・朗読発表会を開き、感想や意見を伝え合う。 
漢字辞典を利用しよう ・漢字辞典の仕組みと使い方を理解する。

・漢字辞典を引く練習をする。

自分の意見を伝えるス

ピーチをしよう

・考えや意図が伝わる工夫をして話したり、意図を考えなが

ら聞いたりする。

・スピーチ発表会をする。

依頼の手紙を書こう ・依頼の理由、内容を整理し、目的や意図に応じてわかりや

すく依頼の手紙を書く。 
ことわざや昔の言い方

に関心をもとう

・ことわざなどの言い方に関心を持ち、表現の効果について

知る。 
文章の構成を考えなが

ら読もう

・文章の構成を考えて、書かれている内容を正しく読み取る。

気持ちの良い話し方を

しよう

・相手の状況や伝える内容に気を配り、その場に応じた言葉

遣いを考えて会話する。

強く語りかけてきたこ

とを考えながら読もう

・時間の流れに注意し、最も強く語りかけてきたことを自分

の言葉でまとめる。

しょうかい文を書こう ・目的や意図に応じて文章の構成を考えながら、簡単に書い

たり、詳しく書いたりする。

前

期

役割に応じた話し方を

工夫してニュース番組

を作ろう

・ニュース番組の構成を考え、役割に応じた話し方を工夫し

て話したり、話し手の工夫に注意しながら聞く。 

作家と作品をかかわら

せて読もう

・宮沢賢治の生涯について読み取るとともに、作家と作品の

かかわりについて自分の考えをまとめて紹介し合う。 
感動をリズムにのせて ・言葉のリズムを生かし、表現を工夫して俳句を作る。 
いろいろな言葉につい

て調べよう

・文章の構成に注意して書かれていることを読み取り、言葉

への関心を深める。

言葉の由来に関心をも

とう

・和語・漢語・外来語の由来を理解し、日本語について関心

を深める。

構成を工夫して書こう ・日頃の生活の言葉を見直して問題点を見つけ、書く事柄を

整理し効果的な組み立てで文章を書く。 
文末の言い方に目を向

けよう

・文末表現には話し手の判断や物事の捉え方が表れているこ

とを理解する。

わたしたちの「未来」に

ついて討論しよう

・文章の内容から筆者の考えを読み取り、「未来」についての

自分の考えを明確にする。

文の組み立てに目を向

けよう

・文の骨組みを作る言葉と修飾する言葉を知り、文の組み立

てについて理解する。

人物の生き方を考えよ

う

・人物の生き方を考えながら物語を読み、最も強く語りかけ

てきたことを紹介し合う。 
・ポスターセッション・読書会・語り 

熟語の構成について考

えよう

・三字以上の熟語の構成を理解する。

後

期

さまざまな表現方法を

いかして「未来へのメッ

セージ」を書こう

・これまでに学習した表現方法を生かして思い出や将来への

願いをまとめることで、主体的に学習する力を身につける。

《評価の観点》

《国語への関心・意欲・態度》

国語に対する関心をもち、国語を尊重し、進

んで表現したり理解したりするとともに、伝

え合おうとする

《話す・聞く態度》

自分の考えを豊かにして、相手や目的に応

じ、筋道を立てて話したり的確に聞き取った

りする。

《書く能力》

自分の考え方を豊かにして、相手や目的に応

じ、筋道を立てて文章に書く。 
《読む能力》

目的に応じて読み取ったり読書に親しんだ

りする。

《言語についての知識・理解・技能》

表現及び理解の能力の基礎となる発音、文

字、語句、文・文章等について理解し、習熟

している。書写では、文字を正しく整えて書

く。

《評価の方法》

・活動の様子の観察，発表，ノート，プリ

ント，テストなど

・自己評価，相互評価など。学習方法（授業の工夫・家庭学習）

○自分の思いを自分の言葉で言う機会

を多く持ちます。

○自分の思いや考えをノート、プリント

に書く機会を増やします。

○1 日新出漢字２つを学習し、宿題で
150字練習し、小テスト、まとめテス
トを行ないます。

○新聞の切り抜きの感想文、ミニ作文を

週２～３回行ないます。

○話し合い活動を多く持ちます。

○読書一人年間 100 冊を目標に、時間
を確保しながら取り組みます。






